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放射体制不十分

　　　２．　行動が不適正の場合の状況等を備考欄に記入する。

　地区表示灯未確認・消火器の放射体制が不十分であったが、それ以外は概ね良好であった。

火 災 階 の 限 界 時 間

火災階における全ての対応事項終了時間
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【検証結果・指導事項】

　　　　　　適正に行動した場合・・○　一部適正でない行動がある場合・・△　適正に行動しなかった場合・・×

　※　１．　適否欄は、次の要領で記入する。　
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■ 情報伝達

・宿泊客等に避難の指示を開始及び終了した時点ま
開始

　で（３回繰り返す）
　※　伝達手段　□非常放送　■業務用放送 終了　　　　　　　　□伝達手段なし

■

様式４

自衛消防訓練実施要領兼検証チェック票
消防旅館

火消　用心

備　　考
※２

■　集　計　　□　Ａ隊員　□　Ｂ隊員　□　Ｃ隊員

非 火 災 階 の 限 界 時 間

非火災階における全ての対応終了時間

■自火報作

　動通報
自火報が作動した旨の通報が終了した時点ま
で（火災通報装置等無、自火報連動無）

□電

　話

開始

終了

電話の１を押した時点まで

通報が終わり受話器を置いた時点まで

□火災通報

実施日時
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×
地区表示灯
未確認

　目印を付ける。）
・当該客室を内側から施錠する。

■ 出火場所の確認

・受信機で出火場所を確認し、地区表示灯が点灯した場所
　を見て指差し呼称するまで
　※　行動開始　■即時　□１５秒後

測定項目 実施要領（検証事項）
自火報鳴動か

らのタイム

■ 火災発生

・３階以上の階（５階建て以上の場合は３階から最上階よ
　り２階下までの階）で、待機場所から最も遠い客室内の
　感知器を発報させる。（客室の廊下側入口付近に旗等の

■ 現場確認の指示
・他の隊員に現場確認の指示を非常放送・電話・口頭によ
　り終了するまで

■ 現場の確認

・自ら又は他の隊員に指示し、出火室をマスターキー等で
　ドアを開け内部を確認して「火事だ！」と２回叫ぶまで
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■ 初期消火

■ １１９通報

現場確認後押しボタンを押した時点まで

■消火器 放射体制をとって１５秒間維持した時点まで

□内栓(　 人) 放水体制をとって３０秒間維持した時点まで

　ある旨を知らせる。
　※　伝達範囲　■全館　□火災階以上の階(　階～　階)
　　　　　　　　□火災階　□火災階及び直上階
　　　　　　　　□火災となった防火区画内　□伝達不要

45
　※　行動手段　■即時　□１５秒後
　※　移動手段　■徒歩
　　　　　　　 　□火災階の直下階までエレベーター（　）
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45

　　　　　　　　□屋上広場　　□安全な地上
　※　誘導範囲　■火災階以上の各階（３階～４階）
　　　　　　　　□出火階及び直上階（スプリンクラーが
　　　　　　　　　設置されている場合）
　付室又は階段室の入口付近で「ここから逃げて下さい
　！」と２回叫ぶ。

■ 避難誘導

・廊下に出てきた客を安全な地点まで避難誘導する（特別
　避難階段又は避難階段の入口部分に誘導音装置付誘導灯
　が設置されている場合を除く）
　※　誘導場所　□特別避難階段の付室
　　　　　　　　■竪穴区画がなされている階段室
　　　　　　　　□安全な地上までの避難路を有するベラ
　　　　　　　　　ンダ等

防火戸閉鎖

・防火戸を手動で閉鎖し、竪穴区画を形成する。（常時閉
　鎖式及び煙感知器連動式防火戸の場合を除く）
　※　閉鎖範囲　□火災階（温度による自動閉鎖式の場合
　　　　　　　　■火災階以上の階（手動閉鎖式の場合）

■ 各室伝達

・「火事だー！」と叫びながら、客室のドアを叩き火災で


